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Ⅰ 当該年度における計画と成果 
  

１．当該年度の担当研究開発課題の目標と計画 

①フォースセンサを搭載した手術器具の開発 

 手術器具の形状および使い勝手を大きく変えずに、求められる性能を満たす実装方法の実現。実装

の再現性確保。フォースセンサに求められる性能として、1 mN程度の分解能を目指す。 

②超音波センサを搭載した手術器具の開発 

 手術器具の形状および使い勝手を大きく変えずに、求められる性能を満たす実装方法の実現。実装

の再現性の確保。脳手術に用いる脳べらへの圧センサ搭載、剥離子への超音波センサ搭載。 

 

２．当該年度の担当研究開発課題の進捗状況と成果 

2-1進捗状況 

スマートツールに用いるステンレスパイプに力センサとして極細径光ファイバ圧センサを実装し、先

端および経路における微小力を計測、評価した。 

脳組織の圧排を安全に行う情報を提供するセンサを開発し脳べらに搭載し評価を行った。剥離子への

超音波センサ搭載について設計を進めた。 

 

2-2成果 

 スマートツールに光ファイバ圧センサを搭載し力センサとするため、実装するステンレスパイプの設

計と機械加工を行い、光ファイバ圧力センサを実装し、外部から力を印加しセンサ出力の評価を行っ

た。 

脳組織の圧排を安全に行う情報を提供するセンサを開発し脳べらに搭載し、評価を行い、加圧および

フォースゲージを用いた押し付けに伴う出力を確認した。超音波センサについて現有の設計と作製技術

を援用し今回の目的に適した設計とプロセスを提案し、具体的な作製の準備を進めている。 

 

2-3新たな課題など 

特になし。 

 

３．アウトリーチ活動報告 

   特になし。 

 


